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第１章 はじめに    1 

 2 

まちづくり・地域活性化のためには、何をどうすべきか？この問いに答えるため、私た3 

ちはいわき市の商業まちづくりをとりあげることにした。 4 

なぜ「商業まちづくり」をとりあげたか。 5 

「市民意識調査報告書」（平成 22 年 3 月、いわき未来づくりセンター）によると、い6 

わき市民の意識として、満足している政策分野の上位５つをあげると、「健全な水循環系7 

の確立」、「生涯を通した学習活動の推進」、「地域に根ざした市民文化の継承と創造」、8 

「生涯にわたるスポーツライフの実現」、「災害に強い地域社会の形成」であった。いわ9 

き市民はいわき市の環境や文化・スポーツについては、満足しているようだ。 10 

次に下位５つをあげると、「生活を支える商業・サービス業の展開」、「生涯健康づく11 

りの推進」、「総合的な交通体系の確立」、「内発的な工業の発展」、「児童の健全育成12 

と子育て支援の推進」となり、これらについては不満を持つ結果となった。 13 

いわき市といえば、緑が豊かで福島県の中でも発展した地域という印象を受けるが、14 

「商業・サービス」の分野に着目してみると、不満度が高く市民はあまり満足していない15 

分野だということがわかった。 16 

それに比例して、今後の政策分野別優先度は、上位５つに「生涯健康づくりの推進」、17 

「児童の健全育成と子育て支援の推進」、「高齢者保健福祉の充実」、「生活を支える商18 

業・サービス業の展開」、「内発的な工業の発展」があがり、市民も「商業・サービス」19 

の分野は、今後の発展を期待している分野であった。私たちが「商業まちづくり」を取り20 

上げたのは、いわき市民にとって不満が高く、改善が求められている政策分野であると考21 

えたからである。 22 

また、私たちは、商業・サービス分野を主に学習していることも、このテーマを選んだ23 

理由である。 24 

そこで、私たちは９月にいわき市でゼミ合宿を行い、いわき市役所に「商業まちづくり」25 

についてヒアリングを行ってきた。 26 

この論文では、いわき市のヒアリング調査をふまえつつ、いわき市の状況、いわき市の27 

まちづくりという２つの項目に着目し述べていく。 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 



4 

 

第２章 いわき市の状況 37 

 38 

１．いわき市の人口・面積 39 

 40 

（１）いわき市人口 41 

ここでは、いわき市の全体人口と高齢者人口について、過去５年間（平成 16 年～平成42 

20 年）の推移をグラフでまとめた。 43 

 44 

＜グラフ１＞ いわき市 全体人口の推移 45 

  46 

（出典：『住民基本台帳』をもとに作成） 47 

 48 

住民基本台帳によると、いわき市の人口は、平成 2 年に第 1 次ピークになり、355,81249 

人になった。しかし、平成 11 年から、減尐傾向となり平成 20 年度は 348,000 人を切っ50 

た。 51 

＜グラフ１＞を詳しく見ると、平成 16 年は 356,061 人であった。その翌年の平成 1752 

年は 354,492 人であり、平成 16 年と比べて 1,569 人減っている。平成 18 年は 352,22453 

人であり、平成 17 年と比べて 2,298 人と急激に減っている。平成 19 年は 350,119 人で54 

あり、平成 18 年と比べて 2,105 人減っている。前年よりは減りが緩やかになった。 55 

しかし、平成 20 年 347,803 人で平成 19 年と比べて 2,316 人とまた急激に減っている。 56 

 57 

 58 

 59 

356,061

354,492

352,224

350,119

347,803

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

いわき市 全体人口の推移
人口
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＜グラフ２＞ いわき市 高齢者人口の推移 60 

 61 

（出典：『住民基本台帳』をもとに作成） 62 

 63 

続いて、高齢者人口は、平成 16 年は 89,805 人で平成 17 年は 91,060 人で平成 16 年と64 

比べて 1,255 人増えている。平成 18 年は 92,816 人で平成 17 年と比べて 1,756 人増えて65 

いる。平成 19 年は 94,819 人で平成 18 年と比べて 2,003 人増えている。平成 20 年は66 

96,219 人で平成 19 年と比べて 1400 人増えている。 67 

 この結果を見ての通り高齢者が増えてきている。 68 

さらに、『新・いわき市総合計画 次期基本計画策定にかかる 市民意識調査報告書』69 

（ 平成 22 年 3 月 いわき未来づくりセンター）によると、高齢者（60 歳以上）の比率70 

は、次の通りである。 71 

 ＜表 1＞ いわき市の地区ごとの高齢者の比率（2010 年） 72 

 73 

 74 

 75 

 76 

 77 

 78 

 79 

 80 

 81 

 82 

        83 

89,805

91,060

92,816

94,819

96,219

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

いわき市 高齢者人口の推移

高齢者数

・平地区       43% 

・小名浜地区     45% 

 ・勿来地区      44% 

 ・常磐地区      52% 

 ・内郷地区      47% 

 ・四倉地区      48% 

 ・遠野地区      40% 

 ・小川地区      40% 

 ・好間地区      39% 

 ・三和地区      56% 

 ・田人地区      46% 

 ・川前地区      54% 

 ・久之浜・大久地区  54% 
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（出典：『新・いわき市総合計画 次期基本計画策定にかかる 市民意識調査報告書』） 84 

 85 

高齢者の比率が低かったのは、好間地区（39%）、遠野地区（40%）、小川地区（40%）、86 

平地区（43%）で、逆に比率が高かったのは、三和地区（56%）、川前地区（54%）、久87 

之浜・大久地区（54%）、常磐地区（52%）である。 88 

 高齢者率の高かった三和地区と高齢者率の低かった好間地区の差は約 20%であった。 89 

 90 

（２）いわき市の面積 91 

いわき市は、高度経済成長期の大規模合併で成立した。面積は 1,231.13km²で、市の大92 

きさとしては 2003（平成 15 年）3 月までは日本一であった。同年 4 月 1 日に静岡市と93 

清水市の合併で、最大面積を持つ市の座を明け渡すこととなった。 94 

 そして今いわき市の面積は、1,231.34km²である。 95 

人口及び面積は福島県内最大で、人口は東北地方第 2 位、面積は東北地方第 3 位、日96 

本の市では人口第 57 位、面積第 10 位である。 97 

 98 

 99 

 100 

２．いわき市の財政 101 

 102 

（１）いわき市決算 103 

いわき市の一般会計歳出は、平成 19 年度 1251.5 億円、平成 20 年度は 1135.3 億円104 

と 1 年で約 116 億円の歳出が減尐した。その内訳を以下のグラフで示した。 105 

＜グラフ３＞は平成 19 年度、＜グラフ４＞は平成 20 年度、それぞれの年度の決算歳106 

出である民生費、公債費、総務費、土木費、教育費、衛生費、商工費、消防費・農林水産107 

業費に分けた。これを比較し歳出の変化を分析する。また、背景に何があるか調べる。 108 

いわき市で特に多く歳出しているのが、高齢者・障がい者・児童・生活保護などの福祉、109 

保育所などに使われるお金である民生費で平成19年は26.5％、20年度は29.8％歳出してい110 

る。次いで、消防や農林水産業振興の整備などに使われる費用を支出している。一方、商111 

工業や観光振興に使われるお金である商工費に関しては平成19年度4.3％、20年度3.8％と112 

歳出額が減っている。「はじめに」でもふれたように、いわき市民が商業政策に不満を113 

持っている現状があるのにもかかわらず、商工費の減額は意外な印象を受けた。 114 

 115 

 116 

 117 

 118 

 119 
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＜グラフ３＞ 平成 19 年度 決算 120 

 121 

（出典：『いわき市決算(H19 年)』をもとに作成） 122 

 123 

＜グラフ４＞ 平成 20 年度 決算  （出典：『いわき市決算(H20 年)』をもとに作成） 124 

  125 

民生費
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（歳出総額：1251.5億円）
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教育費
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3.8%

消防費･農林水

産業費など

6.1%

平成20年度 決算

（歳出総額：1135.3億円）
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 126 

このように、いわき市は歳出全体が減尐した背景には、職員の数を減らすなど人件費の127 

削減に努めたことなどがある。歳出比較分析表＜平成20年度＞によると、「第３次いわき128 

市定員適正化計画（計画期間：Ｈ18～22）」に基づき職員数の削減に努めていることから、        129 

前年度と比較して1.1ポイントの減となった。 130 

今後、いわき市は商業にも力を入れるとのことをヒアリング時に聞いた。 131 

そこで、私たちはいわき市の商業プランを参考に「繁盛店づくりモデル事業」など、いわ132 

き市が商業を活性化するために行っている取り組み及びプランに着目し紹介する。詳しい133 

内容はこの後述べる。 134 

 135 

（２）いわき市健全化指標 136 

次に、いわき市健全化指標（平成 21 年度）と国の基準とを比較した。＜グラフ５＞ 137 

また、いわき市の健全化指標を平成 21 年度と前年の平成 20 年度とで差を比較・分析138 

した。＜グラフ６＞ 139 

まず、国の健全化指標の基準は、実質公債比費が 25%,将来負担比率は 350％である。 140 

この基準に対し、いわき市の比率（平成 21 年度）は、実質公債費比率が 12％,将来負担141 

比率は 106.1％となっている。 142 

このことから、いわき市は国の健全化指標を下回っているため財政面では比較的健全な143 

運営を行っていると思われる。 144 

 145 

＜グラフ５＞ いわき市の健全化比率（平成 21 年度）と国の健全化比率基準との比較 146 

 147 

（『いわき市健全化指標』をもとに作成） 148 

 149 
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次に、いわき市の前年度（平成 20 年度）との比較を行い、変動要因を調べた。 150 

平成 21 年度の比率は上記で述べた通りである。その前年である平成 20 年度の実質公債151 

費比率は 11.4％、将来負担比率は 111.8％である。 152 

 153 

＜グラフ６＞ いわき市の健全化比率項目を前年データと比較 154 

（平成 21 年度と平成 20 年度） 155 

 156 

（『いわき市健全化指標』をもとに作成） 157 

 158 

＜グラフ６＞のように変動した要因は、「いわき市健全化指標」によると２つある。 159 

１つは、実質公債費比率の増加である。これは主にいわき市芸術文化交流館 PFI160 

事業（いわき芸術文化交流館アリオスのホール、劇場等の設計～建築、工事監理、維持161 

管理及びテナント運営（飲食・物販）を行う事業）の償還に係る経費が増えたことで162 

ある。もう 1 つは、将来負担比率の減尐である。これは「地方債現在高の減」（前163 

年比－324,900 万円）、「職員数の減に伴う退職手当負担見込額の減」（前年比－164 

116,900 万円）ということを行った結果である。 165 

以上のことから、いわき市は、総務省が基準より下回っているため財源に余裕があり、166 

今後述べる策を実行する費用はあると私たちは考える。 167 

  168 

 169 

 170 

 171 

 172 

 173 

 174 
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３．いわき市の観光、工業 175 

 176 

（１） いわき市内観光交流人口 177 

 178 

 ＜表２＞いわき市内観光交流人口の推移（平成 16 年～平成 21 年） 179 

平成１６年度 １０５５万人 

平成１７年度 １０３８万人 

平成１８年度 １０６０万人 

平成１９年度 １０７０万人 

平成２０年度 １０８５万人 

平成２１年度 １０５４万人 

（『いわき市観光統計』をもとに作成） 180 

 181 

＜表２＞は、いわき市内観光交流人口の変化を示している。 182 

 平成 19 年度は、天候不順により、夏井川渓谷の紅葉期間が短かったことや、「わくわ183 

くいわき」の中止により観光客減の要因はあったが、「アクアマリンふくしま」の特別企184 

画展の開催と、映画「フラガール」の PR 効果・新施設アロハタウンオープンを集客源と185 

したスパリゾートハワイアンズが多く客を集め、結果的に平成 18 年度に比べ 10 万人増186 

となった。 187 

平成 20 年度は、原油高や景気の悪化により、主な利用者であるマイカー利用の客が188 

減ったため、各観光施設の入り込みが減尐したが、「アリオス」・「さんかく倉庫」など189 

の新施設のオープンや、いわきフラオンパクが開催され多くの客を集めた。 190 

さらに天候にも恵まれ、海水浴客が大幅に増加し、平成 19 年度に比べ 15 万人増となっ191 

た。 192 

平成 21 年度は、高速道路料金の ETC 割引やシルバーウィークに加え、豪華客船「飛193 

鳥 2」の小名浜港への寄港というかなりの増要素はあったが、景気の低迷や新型インフル194 

エンザの感染拡大の影響によっての減尐や、天候不順により海水浴客が激減したため、平195 

成 20 年度に比べ 31 万人減となった。 196 

 197 

（２） スパリゾート「ハワイアンズ」  198 

①開業から現在までの入場者数  199 

いわき市の観光施設に代表されるスパリゾートハワイアンズは、昭和 41 年の開業以来200 

のべ 5500 万人に及ぶ来場があり、開業初年度の入場者数は 120 万人が来場した。近年で201 

は、平成 18 年度 154 万人、平成 19 年度 161 万 1 千人、平成 20 年度 151 万 8000 人入202 

場している。 203 

このように入場者数が毎年増加傾向になっている背景には、平成 18 年度、ハワイアン204 
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ズを舞台とした映画「フラガール」の影響や平成 19 年度に 10 年ぶりとなるプールの大205 

改修をし、子供向けプール「ワイワイ・オハナ」、ハワイをテーマにした施設「アロハタ206 

ウン」、炭鉱とフラダンスの歴史をテーマにした「フラ・ミュージアム」を一気にオープ207 

ンさせたこと、関東近県での CM 放送などでの新規客層開拓などを行った結果、過去最208 

高となる入場者数を記録した。 209 

 210 

＜グラフ７＞                               （報道公開資料より抜粋） 211 

 212 

  213 

 214 

②スパリゾートハワイアンズへの出資元 215 

 216 

スパリゾートハワイアンズを経営、出資しているのは、常磐興産株式会社が出資してい217 

る。 218 

この常磐興産株式会社は、ハワイアンズの経営以外に鉱物の取扱や港湾荷役、コンク219 

リート工事の設計施工等、工業関係の業務を行っている。これは、元来炭鉱業であったた220 

め、観光業以外にもコンクリート工業を主に様々な業種を取り扱っている企業である。常221 

磐興産の主な株主は、＜表３＞のように（株）常磐開発、大成建設（株）、みずほ信託銀222 

行（株）太平洋セメント（株）など主に建築・土木業の企業であり、その中でも筆頭株主223 

は（株）常磐開発で全株式の８％を所有している。 224 

 225 

 226 

 227 
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 228 

＜表３＞ 229 

 230 

＇常磐興産＇株（コーポレートガバナンスより抜粋（ 231 

 232 

 233 

（３）工業 234 

 235 

＜表４＞地域製造品出荷額 236 

平成１６年度 １兆６５０億円 

平成１７年度 １兆７４１億円 

平成１８年度 １兆７４０億円 

平成１９年度 １兆６６８億円 

事業所数 721 社  従業者数 29,056 人 237 

（『市内工業の概要』をもとに作成） 238 

 239 

＜表４＞は、いわき市の地域製造出荷額を表している。 240 

平成 19 年度では、福島県全体の工業製造品出荷額 6 兆 1805 億円の 17.3％をいわき市241 

が占めていて、これは、県北地域 26.2％、県中地域 26％に次ぐ規模となっている。 242 

ほかの地域と比べると、いわき市は工業の分野では比較的優秀な市であるといえる。 243 

 244 

 245 

 246 

 247 

 248 

 249 

 250 
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第３章 いわき市のまちづくり 251 

 次に、いわき市で行っている「商業まちづくり」について紹介する。 252 

 253 

１．商業まちづくりの現状と課題 254 

 255 

（１）全国の商業と関連動向 256 

 ①商店数の減尐と売場面積 257 

 258 

下の＜グラフ８＞によると、全国的に小売業の商店数は減尐傾向が続いており、一方で259 

売場面積は、平成３年から１９年にかけて倍近くの増加がみられる。 260 

また、小売業の従業者数、小売業年間商品販売額はともにほぼ横ばいであるが、近年減261 

尐傾向にある。 262 

 263 

＜グラフ８＞ 全国小売業の動向 264 

 265 

②大型店舗とネットスーパーが台頭、サービス支出が増加 266 

 267 

食料や物財などへの消費は減尐している。買い物の場所は近所の大型店が大半を占めて268 

いて、その中でも高齢者が多く利用していることがわかる。スーパーなどの中小店の割合269 

は１割強程度で、29歳以下はコンビニエンスストアの割合と、通信販売・インターネット270 

の利用割合が高くなっている。 271 

 272 

 273 

 274 

 275 

 276 

 277 
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＜グラフ９＞ 年齢別の最も利用する場所・業態 278 

 279 

③商店街は活性化活動をするも衰退とまらず 280 

 281 

全国的に商店街は、大型店の増加や経営者の高齢化等で衰退しているところが多く、魅282 

力を低下させている。 283 

商店街の活性化へのさまざまな取り組みが行われており、アーケードや街路灯等の商業基284 

盤施設の維持管理やイベント等を実施している。 285 

 286 

（２）いわき市の商業動向 287 

 288 

①店舗数、商品販売額は減尐 289 

 290 

小売業店舗数は減尐が続いている。売り場面積は増加しているが、商品販売額は減尐傾291 

向にある。商業力の規模を人口当たりの商品販売額で見ると、いわき市はほかの市町村を292 

下回り、郡山、福島、会津若松、水戸市、日立の中でもうしろから２番目の成績となって293 

いる。 294 

 295 

 296 

 297 

 298 

 299 

 300 

 301 

 302 

 303 
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＜グラフ１０＞ 304 

 305 

 306 

 307 

②日常型消費対応の飲食料品小売業の割合が高い業種構成 308 

 309 

小売商店の業種構成では、飲食料品小売業の割合が高いが、その商店数は急激な減尐傾310 

向にある。商品販売額でも飲食料品小売業が、大きな割合を占めている。 311 

また、県内主要都市や水戸・日立市と比べ、いわき市の業種別で見ると、飲食料品小売312 

業の割合が高く、その他の商品小売業の割合が低いという特徴がある。平均的な商店規模313 

が上昇するなかで、販売額の低下および売場面積の増大の結果として面積効率（売場面積314 

あたり販売額）は低下が続いている。 315 

 316 

 317 

 318 

 319 

 320 

 321 

 322 

 323 

 324 

 325 
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＜グラフ１１＞ いわき市小売業商品販売額の業種構成の推移 326 

 327 

立地形態としては、幹線道路沿いの割合が高いのが特徴的である。いわき市の大型店は328 

66 店で、市内小売業の２/３が大型店で占められているといえる。 329 

また、大型店の市内立地の分布は、平や小名浜地区の主要幹線道路沿いに多く目立って330 

いる。 331 

 332 

さらに、＜グラフ１２＞では、平および小名浜の２地区で、いわき市内の小売商業力の333 

役半分以上を占めている。他の多くの地区では、低下傾向が見られている。 334 

 335 

＜グラフ１２＞ いわき市小売業商業力の地域別分布 336 

 337 

 338 

 339 

 340 

 341 

 342 

 343 

 344 

 345 

 346 
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（３）前回の商業まちづくりプランでの主な成果 347 

いわき市では、「小売商業を中心とした賑わいと活力のあるまち」をつくることや、商348 

業を再生させるために目指すべき方向、商業を行っている人や市民をはじめ、まちづくり349 

に関わる様々な主体が行うべき方策等を示すため、平成15 年3 月に「いわき市商業まち350 

づくりプラン」を作成した。 351 

政策を行うためには、それぞれの店（個店）の経営意欲や個性などのあまり表に出ない352 

能力を引き出す「光る店・新しい力づくり」をはじめとする５つの基本戦略に基づき、ま353 

ちづくりという観点から、商業の振興を進めてきた。 354 

全国に先駆けた主な取り組みとして、個店の経営改善への取り組みを商店街全体に広げ355 

ることを目的にした「繁盛店づくり事業」にて取り組んだ。ほかに、補助金として地域の356 

特性を活かしたイベントや情報発信に対して、「商工業活性化事業費補助金」を交付して357 

支援を行うことや、「商店街振興事業費補助金」の見直しによる、空き店舗を活用した事358 

業に対して、柔軟な運用ができるようにするなど、個店の経営を向上させることや経営意359 

欲を高める等について努めてきた。 360 

この結果、いわき市内の各地域で、商業者・地域・生産者が連携した「新たな商業の活361 

性化」やまちづくりに向けた動きが見られるようになった。 362 

また、平地区では空き店舗を活用して、いわき市内各地の特産品を販売するなどを行う、363 

アンテナショップがオープンしたほか、これをモデルとした事業が、以前は「シャッター364 

商店街」が多かった植田地区でも実施されるようになるなど、商業者だけではなく、まち365 

づくり団体などの地域組織を始めとする、様々な団体との連携による新たな取り組みも始366 

まっており、まちづくりの観点からの商業振興を始めてきたところである。 367 

 368 

 369 

（４）いわき市の商業まちづくりの問題点 370 

 しかし、成果だけではなく問題点もある。 371 

平および小名浜の２地区などでは、幹線道路沿いに、自動車利用の人に対応した大型店、372 

専門店の割合が高くなったため、市街地では地元スーパーの閉店が加速するなど、空洞化373 

や商業の減尐などの問題が起きた。その結果、まちの魅力や市民をひきつける力が低下し、374 

商店街を中心に形成されてきたコミュニティ、伝統や文化の維持などが困難になるなど、375 

まちづくり活動全体にも大きな影響が出た。 376 

また、商店数、販売額等の減尐は、特に高齢化率が高い三和地区・常磐地区などで顕著377 

であり、商業の縮小やバスなどの公共交通機関の廃止などで、高齢者の買物利便性低下や378 

買物の足が失われているところも多い。こうした問題は、住宅団地等でも問題となってい379 

る。 380 

さらに、カタログ、インターネット等での通信販売や宅配システムの利用など、家に居381 

ながら買物ができるサービスが若い世代を中心に増加しており、いわき市内の商店はさら382 
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に脅かされていくものと思われる。 383 

 384 

 385 

（５）消費者ニーズと商業者の意識の違い 386 

消費者は「個店や商店街では欲しいものが１度に揃わない」、「個店は入りにくい雰囲387 

気がある」など否定的な評価が強いため、買物をスーパー等の店舗で済ませている傾向が388 

ある。そこには、個店や商店街の業態など商業者と消費者ニーズの意識の違いがある。 389 

また、コミュニケーションの場が不足していることから、商業者と消費者の情報疎通が390 

不足している。商品や個店や商店街の事業等の情報が消費者に十分に伝わっていないため、391 

魅力が伝わらないということが、両者の意識の違いの原因にもなっている。 392 

 393 

 このほかにも＜表５＞のような課題がある。 394 

 395 

 396 

 397 

 398 

 399 

 400 

 401 

 402 

 403 

 404 

 405 

 406 

 407 

 408 

 409 

 410 

 411 

 412 

 413 

 414 

 415 

 416 

 417 

 418 
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＜表５＞ いわき市の「まちづくり」課題 419 

 420 

 421 

「新・いわき市商業まちづくりプラン 素 案」より抜粋 422 

 423 

 424 
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２．いわき市「まちづくり」の支援及び事業 425 

 426 

（１）繁盛店モデル事業  427 

いわき市は、繁盛店づくり事業において意欲的な個店グループに対し、経営コンサルタ428 

ント等の専門家を派遣し、年間を通じた個店指導や全体会議の中で指導及び助言等を行い、   429 

個店の経営改善を図るための支援を行ってきた。 430 

 431 

①これまでの実績 432 

いわき市のこれまでの実績を紹介する。 433 

平成 15、16 年には、小名浜スタンプクラブの 8 店舗、いわき湯本温泉商店会連合会の434 

7 店舗を支援し、決算額は平成 15 年 462 万円、平成 16 年 477 万円と 1 年で尐し増加し435 

た。 436 

平成 17、18 年には、平商店会連合会の 5 店舗、うえだ商店会の 7 店舗を支援し、決算437 

額は平成 17 年 492 万円、平成 18 年 488 万円と支援を行ったが、1 年で尐し減尐してい438 

る。 439 

平成 19 年には、湯本温泉旅館協同組合の 4 店舗、いわき飲食店会の６店舗を支援し、440 

決算額は 454 万円であった。 441 

平成 20 年には、湯本温泉旅館協同組合の 3 店舗、うえだ商店会の 5 店舗を支援し、決442 

算額は 409 万円であった。 443 

 444 

成果は支援を行った周辺の個店も刺激を受け、自ら事業に参加する姿勢がみられるなど445 

効果が波及しつつある。 446 

課題については、周辺商店街へは効果が波及しつつあるものの市全域の商店への波及に447 

は至っていないことがある。 448 

 449 

＜参考文献＞ 450 

商業まちづくりプランにおける取り組みの状況 451 

 452 

②繁盛店づくりモデル事業について 453 

2002 年 12 月に提案があり、事業が開始した。 454 

意欲的な個店、商店街を構成する個々の店が専門家や商工会議所の支援を受けて繁盛し455 

たという事例をつくり、次にその成功事例を周辺商店に波及させるというものである。 456 

2003 年夏、いわき市常磐湯本地区の意欲的な★７店舗がプロジェクトに参加した。 457 

このプロジェクトは、湯本のＹをとって「プロジェクトＹ」と名づけられている。 458 

★７店舗とは、シューズギャラリーan（婦人革靴）、E-ROOM（シルバーアクセサ459 

リー）、オオヒラ（宝石・時計・眼鏡）、こまつざきクリーニング（一般ホームクリーニ460 
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ング）、和菓子工房 しら石（和菓子製造小売）、センダイヤ（婦人服、学生服、ギフト） 461 

むてっぽう（もんじゃ焼き、お好み焼き）と多業種である。 462 

 463 

③「プロジェクトＹ」コンサルティングの内容について 464 

「プロジェクトＹ」コンサルティングの内容は、コンサルタントによるコンサルティン465 

グを行うことである。手法としては、各店巡回と電話、FAX、e メール、宅配便などを駆466 

使した通信コンサルティングで行われた。 467 

「プロジェクトＹ」で実践したことや近況、ノウハウや実物を公開・報告する毎月会議468 

YMK(Y メン会議)を行っている。会議は一般公開であり、この他にも反応率や次回の課469 

題まで報告する事例主義で開催された。 470 

実際、業績アップのヒントの 97％は現場、つまりオーナーの頭の中にある。それを引471 

き出し、行動してもらうためにコンサルティングシートを駆使した。 472 

＜表６＞は、プロジェクトＹに参加した７店舗の繁盛店事例である。 473 

この表では、成果（プロジェクト期間中前年比）や販促力×売り場力×商品力×接遇力474 

の四位一体のポイントがわかる。 475 

 476 

＜表６＞ 477 

店  名 主な商品 
成果＇プロジェクト

期間中対前年比（ 
四位一体のポイント 

シューズギャラリー

ａｎ 
婦人革靴 

客数 109.4％ 

売上 103.1％ 

◆スペシャルメンバーズセール 

◆土日の客数を伸ばす新商品

導入  

◆楽しい売り場演出 

◆ここでしか買えない商品を導

入 

Ｅ―ＲＯＯＭ シルバーアクセサリー 
売上 200％超 

客単価 133％超 

◆店舗リニューアル ◆ボ

リューム感を強調した壁面陳列 

◆東北で 2店のみの希尐ブラ

ンド取扱い ◆手作り看板＆Ｐ

ＯＰ 

オオヒラ 宝石・時計・眼鏡 

各種展示会売上

目標 100％達成、

12 月売り上

115％、1月売上

124.2％ 

◆フェア開催、即サンキューレ

ターでフォロー◆よくわかる補

聴器フェア開催 ◆おしゃれな

応接空間にリニューアル ◆タ

ウン誌記事型広告でオリジナ
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ルリングの提案 

こまつざきくクリー

ニング 
一般ホームクリーニング 売上 106.7％ 

◆立地と品質で集客増 ◆詰

め放題選択サービス実験 ◆

ご用聞き強化 ◆顧客を識別し

効率的な外交実践 ◆会報発

行企画 

和菓子工房しら石 和菓子製造小売 売上 107.6％ 

◆手作りのＤＭで集客 ◆集客

増強を目的とした新商品 ◆新

商品を手作りＰＯＰで提案 

◆休憩スペース新設 ◆二度

のレイアウト変更 

センダイヤ 婦人服、学生服、ギフト 
売上 135.9％＇ギ

フトのみ（ 

◆「まよったらこれ」シール＆カ

タログ手渡し◆ギフト売場拡大

店頭に目立つ看板設置 ◆秋

冬物の展示会 

もんじゃ焼き 

むてっぽう 

もんじゃ焼き、お好み焼

き、鉄板焼き 

創業 1年未満で

プロジェクトに参

加。1 月売上 

167.2％、客数

151.4％ 

◆ポイントカード始動 ◆もん

じゃベスト 5半額クーポン ◆

記憶に残る店頭演出 ◆スダ

レで間仕切り、会話が弾む手

作り個室空間 ◆手作りＰＯＰ

で注文増加 ◆そば飯でランチ

強化◆温度の高いメニュー表 

＇繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第１回より抜粋（ 478 

 479 

この表からわかることは、「シューズギャラリーan」はスペシャルメンバーズセール480 

をしてメンバーの方限定にセールを実施し、メンバーを増やす作戦がある。「E-ROOM」481 

は、店舗をリニューアルし、店の雰囲気から変えている。「オオヒラ」は、フェアを開催482 

し、サンキューレターをすぐに書いて、また来店してもらえるようにしている。 483 

このように表にしてまとめることで、今自分の店がどんな活動をして、どんな成果をあ484 

げているのかがひと目でわかる。 485 

 486 

＜参考資料＞ 繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第１回 487 

http://www.tohoku.meti.go.jp/koho/kohoshi/mokuji/16fy/0406/topics2.htm 488 

 489 

 490 

http://www.tohoku.meti.go.jp/koho/kohoshi/mokuji/16fy/0406/topics2.htm
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続いて、いわき市が派遣した経営コンサルタントが提供している２枚のコンサルティン491 

グシートを紹介する。資料１は「やってみたこととその結果」というシートである。これ492 

は毎月書いてもらう用紙であり、内容は「ささいなことでも良いから行動してみたこと」、493 

「その結果どうだったか」を最大５つ記入できるシートになっている。そして、これから494 

行動する内容と、「いつ・どんなことをするか」を具体的に書くこともできる。これを書495 

くことで計画、実行、反省が毎月の習慣になる。 496 

この用紙を作成した背景には、オーナーとスタッフの間には日報や週報のやり取りがあ497 

るが、オーナーは報告する相手がいない。 498 

そこで、このシートがあればスタッフとオーナーが共に喜び、ねぎらうことができる。499 

それが次への活力を生み、行動力を高めることもできるというものに使える。 500 

資料２は「チャンスなほめ言葉」というシート。これはお客様からのほめ言葉、欠点指501 

摘やおしかりの言葉を最大 13 個ずつ書けるシートになっている。また、ほめ言葉はその502 

店の自慢でも良い。これを書くことで意外と気づかない自店の弱みと強みを再確認するこ503 

とができる。また、弱点を改善するよりも強みを磨く方が早く楽しく業績が上がる。お客504 

様だけでなくスタッフの声も書くことで、当たり前にしていたことが強みだったことに気505 

づく場合もあるという利点もある。 506 

 507 

＜参考文献＞ 508 

繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第２回 www.tohoku.meti.go.jp 509 

 510 

 511 

（２）買い物難民支援  512 

いわき市の住宅団地「泉ヶ丘ハイタウン」では、路線バスや近隣にスーパーがないこと513 

から、高齢者や自家用車のない一部の住民の日常生活に支障をきたし、「買い物難民」と514 

いう問題が浮き彫りとなっている。この問題を解消するために、ヤマト運輸では福島県中515 

通りを中心にスーパーを展開する「いちい」と提携して、同社が取り扱う食品や日用品を516 

インターネットで注文できるネットスーパーの端末機を団地内に設置した。 517 

（読売新聞 H22. 05.19） 518 

この端末機はタッチパネル式の機械に買いたいものを入力すると、平仮名でそのものの519 

写真が映し出され、タッチすれば購入の手続きができるというもので、団地内の美容院に520 

設置されている。この端末は宅配業界大手のヤマト運輸が開発したもので、福島市に本社521 

があるスーパー「いちい」の商品を注文できる。商店などが近くになく、パソコンが苦手522 

な高齢者を対象としており、計画を知った泉ヶ丘ハイタウンの住民が端末の設置を依頼し、523 

この端末が設置された。この端末は広島など他県にも広げる予定で、将来的には配送ス524 

タッフがミニ端末を携帯し、訪問先で注文内容を入力する「ご用聞き」の構想もある。 525 

 また、コンビニ大手の「セブンイレブン・ジャパン」では、食事の宅配サービスのほか、526 

http://www.tohoku.meti.go.jp/
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近所の高齢者宅などを訪問するなどして必要な商品を配達する「ご用聞き」を以前から一527 

部の店舗で行っている。           （いわき民報 H22. 05.14，H22.06.08） 528 

 529 

高齢者への支援は「まちづくり」でも指摘されており、今後高齢者向けのサービスがど530 

のようになるか、動向に注目していきたい。 531 

 532 

第４章 まとめ  533 

 534 

いわき市商業の衰退の原因は、大型店が増えてきた事が一番の原因といえる。 535 

市内小売業の２/３を大型店が占め、その多くが平や小名浜地区の主要幹線道路沿いに536 

あり、この２地区で市の小売商業力の半分以上を占める形となっている。 537 

この、大型店の密集により商店街の衰退もとまらず、小売業店舗数は減尐を続けている。538 

それと同時に、29 歳未満（若年層）のコンビニエンスストアの利用数の増加や、通信販539 

売やインターネットを利用した買い物客の増加も、衰退も原因となっている。 540 

まちづくりプランにおいての繁盛店づくりでは、経営コンサルタントの専門家を派遣し、541 

繁盛店づくりに意欲的な７店舗により、地域活性化を目標とした「プロジェクト」を実施542 

した。 543 

「買い物難民」の問題では、近所にスーパーがない、スーパーまでの移動手段がない住民544 

のために、インターネットで注文できるネットスーパーの端末機を団地内に設置し、わざ545 

わざ遠いスーパーまで足を運ばなくても団地内で気軽に買い物ができるようになった。 546 

この機械はタッチパネル式になっていて、高齢者の方でも簡単に操作することができるた547 

め、高齢者も対象にした買い物支援サービスとして実行されている。 548 

いわき市では、まちづくりの意見として、市民から意見募集を行っている。しかし、ヒ549 

アリングしたところ、このようなアンケートを行っても回答に協力した市民は、人口約550 

348,000 人中 3 人の 13 件と尐数であったという。まちづくりに対する、市民参加意識が551 

低いことは驚きであった。 552 

今後、いわき市は「住みよい いわき市」をつくるためには、市民の意識向上の底上げ553 

と、市民を含め市全体が密接な協力をしていくことが必要だとわかった。 554 

 そして、高齢者が増えてきているいわき市では、引き続き高齢者のための宅配システム555 

や、近所の高齢者宅などを訪問して必要な商品を配達する「ご用聞き」等といったサービ556 

スを続けていくことになると考えられる。 557 

 558 

 559 

 560 

 561 

 562 
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第３章 いわき市のまちづくり 

 

１．いわき市が行っているまちづくりの現状と問題点 

○新・いわき市商業まちづくりプラン 素 案 
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○繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第２回 
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（２）買い物難民の支援について  
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繁盛店づくりモデル事業 資料１ 

（繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第２回 抜粋） 

〔 最近≒１ヶ月  やってみたこと と その結果 〕 

                     今日の日付は？   月  日 

●事業所名            ●記入者            

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔いただき〕〔ひらめき〕〔前始末販促企画〕にメモしたことで 

ここ１ヶ月くらいで、①行動してみたことを簡単に書いてみましょ

う！ 

②その結果どうだったか、も簡単に書いてください 

それから、③これから行動する！の内容も簡単に書いてみましょう 

 

「大きな実行」だけでなく「ささいなこと」も書いてください 

①行動してみたこと ⇒ ②その結果どうだったか 

●             ⇒● 

●             ⇒● 

●             ⇒● 

●             ⇒● 

●             ⇒● 

③これから行動する！の内容 いつ？どんなことをする？ 

   ↓↓↓ 



28 

 

繁盛店づくりモデル事業 資料２（繁盛店づくりモデル事業「プロジェクトＹ」第２回 

抜粋） 

〔 チャンスなホメ言葉 〕 

                     今日の日付は？   月  日 

●事業所名            ●記入者            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からの ①ほめ言葉 ②欠点指摘やおしかりの言葉 を書いてみましょう 

 

①ホメ言葉／自店自慢でもＯＫ    ②欠点指摘やおしかりの言葉 

 

 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

● ● 

 

長所発見、ホメル、簡単じゃない 

お客様しか言えない 

本音に違いない 

プラス意見、肯定的 

こちらがお宝情報！ 

チャンス発見 

 

欠点指摘は誰にでも簡単にできる 

お客様以外の人も言える 

話半分の時もある 

マイナス意見、否定的 

単なる批判？意見？区別大切 

改善発見 


